
講義コード 15E2320000

講義名称 公的扶助論Ｂ　＜秋＞

科目英文名 Public Assistance B

開講責任部署 社会学部　ソーシャルデザイン学科

代表ナンバリングコード SOCW2520

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日５時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講義・
演習概
要

現行生活保護制度の原理、原則をはじめ運用の実態や意義、役割や課題について学びます。明治期以降現在に至るわが国公的扶助制度の変遷について、それぞ
れの時代の制度・政策の考え方や実態、問題点等を考察します。また、社会福祉士国家試験の出題問題を参考に理解を深めます。
※本講義は「公的扶助論A」（春学期）を履修後に受講することで、より理解を深めることができます。

学習
（到
達）目
標

○最低生活やセーフティネットの概念について理解する。
○生活保護制度の歴史について理解する。
○現行生活保護制度の理念と内容について理解する。
○生活保護制度と「自立」の関係について理解する。
○現行生活保護制度の課題・問題点について理解する。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 試験の結果にレポート提出状況及び授業課題への取組み状況等を加味して単位認定する。
詳細は授業初回に説明するため、初回授業には必ず出席すること。

テキスト

参考文献

生活保護手帳　別冊問答集　中央法規出版
Q&A生活保護手帳の読み方・使い方［第2版］　吉永純　明石書店
生活保護と貧困対策‑その可能性と未来を拓く‑岩永理恵、卯月由佳、木下武徳　有斐閣
押さえておきたい公的扶助・生活保護行政　元田宏樹、松浦賢治、門井弘明　ぎょうせい
健康で文化的な最低限度の生活（１～13巻）柏木ハルコ　小学館
THE BIG ISSUE JAPAN　（ビッグイシュー日本版）
※参考文献については、購入の必要はありません。

事前および事後学習の指示

公的扶助論の中核である生活保護制度は歴史的にも古く、また現行制度はその上に成立していることから、複雑で精緻な制度です。
専門職として実践力を期待される重要な学習分野です。予習・復習を繰り返して、各回の講義を理解するよう努めてください。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 公的扶助　生活保護　貧困　セーフティネット　生活困窮者

備考(管理者用) （旧：公的扶助論 ）02～08生読替

氏名

忠岡　一也

授業形
態

講義 実務経験のある教員による授業①
ソーシャルワーカーとして相談支援に取り組んできた教員が、その経験を活かして、貧困
状態にある人の生活実態や生活課題を踏まえ、貧困に係る法制度と支援の仕組み、支援方
法等について講義する。

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

コメントシート 小レポート/小テスト

回 内容

第1回 オリエンテーション　公的扶助論Aの再確認

第2回 生活保護の歴史（恤救規則、救護法、旧生活保護法から新生活保護法へ）

第3回 生活保護制度の基本原理（１）（概要）

第4回 生活保護制度の基本原理（２）（補足性の原理）

第5回 生活保護制度の原則

第6回 生活保護の種類と体系

第7回 生活保護の実施体制（１）（行政組織の役割、権限）

第8回 生活保護の実施体制（２）（福祉事務所と社会福祉主事）

第9回 生活保護の運営（１）（申請から決定まで）

第10回 生活保護の運営（２）（調査、認定、開始・変更・低廃止）

第11回 生活保護の運営（３）（医療扶助と介護扶助）

第12回 被保護者の権利と義務、不服申立制度

第13回 生活保護の財政　生活保護の動向と課題

第14回 生活困窮者自立支援制度の意義と役割

第15回 課題と展望のまとめ　試験

試験 50%

レポート 20%

その他 30%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１．
福祉臨床シリーズ編
集委員会 編・阿部裕
二 編

新・社会福祉士シリーズ
16 貧困に対する支援 [第
2版]

大学オンライン
販売 978‑4‑335‑61235‑0 弘文堂

2026年01月刊行（公的扶助論Aと同じ
テキスト）

２． 生活保護制度研究
会　編集

生活保護のてびき 〈令
和8年度版〉

大学オンライン
販売

第一法規出版



講義コード 15E2320000

講義名称 公的扶助論Ｂ　＜秋＞

科目英文名 Public Assistance B

開講責任部署 社会学部　ソーシャルデザイン学科

代表ナンバリングコード SOCW2520

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日５時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講義・
演習概
要

現行生活保護制度の原理、原則をはじめ運用の実態や意義、役割や課題について学びます。明治期以降現在に至るわが国公的扶助制度の変遷について、それぞ
れの時代の制度・政策の考え方や実態、問題点等を考察します。また、社会福祉士国家試験の出題問題を参考に理解を深めます。
※本講義は「公的扶助論A」（春学期）を履修後に受講することで、より理解を深めることができます。

学習
（到
達）目
標

○最低生活やセーフティネットの概念について理解する。
○生活保護制度の歴史について理解する。
○現行生活保護制度の理念と内容について理解する。
○生活保護制度と「自立」の関係について理解する。
○現行生活保護制度の課題・問題点について理解する。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 試験の結果にレポート提出状況及び授業課題への取組み状況等を加味して単位認定する。
詳細は授業初回に説明するため、初回授業には必ず出席すること。

テキスト

参考文献

生活保護手帳　別冊問答集　中央法規出版
Q&A生活保護手帳の読み方・使い方［第2版］　吉永純　明石書店
生活保護と貧困対策‑その可能性と未来を拓く‑岩永理恵、卯月由佳、木下武徳　有斐閣
押さえておきたい公的扶助・生活保護行政　元田宏樹、松浦賢治、門井弘明　ぎょうせい
健康で文化的な最低限度の生活（１～13巻）柏木ハルコ　小学館
THE BIG ISSUE JAPAN　（ビッグイシュー日本版）
※参考文献については、購入の必要はありません。

事前および事後学習の指示

公的扶助論の中核である生活保護制度は歴史的にも古く、また現行制度はその上に成立していることから、複雑で精緻な制度です。
専門職として実践力を期待される重要な学習分野です。予習・復習を繰り返して、各回の講義を理解するよう努めてください。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 公的扶助　生活保護　貧困　セーフティネット　生活困窮者

備考(管理者用) （旧：公的扶助論 ）02～08生読替

氏名

忠岡　一也

授業形
態

講義 実務経験のある教員による授業①
ソーシャルワーカーとして相談支援に取り組んできた教員が、その経験を活かして、貧困
状態にある人の生活実態や生活課題を踏まえ、貧困に係る法制度と支援の仕組み、支援方
法等について講義する。

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

コメントシート 小レポート/小テスト

回 内容

第1回 オリエンテーション　公的扶助論Aの再確認

第2回 生活保護の歴史（恤救規則、救護法、旧生活保護法から新生活保護法へ）

第3回 生活保護制度の基本原理（１）（概要）

第4回 生活保護制度の基本原理（２）（補足性の原理）

第5回 生活保護制度の原則

第6回 生活保護の種類と体系

第7回 生活保護の実施体制（１）（行政組織の役割、権限）

第8回 生活保護の実施体制（２）（福祉事務所と社会福祉主事）

第9回 生活保護の運営（１）（申請から決定まで）

第10回 生活保護の運営（２）（調査、認定、開始・変更・低廃止）

第11回 生活保護の運営（３）（医療扶助と介護扶助）

第12回 被保護者の権利と義務、不服申立制度

第13回 生活保護の財政　生活保護の動向と課題

第14回 生活困窮者自立支援制度の意義と役割

第15回 課題と展望のまとめ　試験

試験 50%

レポート 20%

その他 30%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１．
福祉臨床シリーズ編
集委員会 編・阿部裕
二 編

新・社会福祉士シリーズ
16 貧困に対する支援 [第
2版]

大学オンライン
販売 978‑4‑335‑61235‑0 弘文堂

2026年01月刊行（公的扶助論Aと同じ
テキスト）

２． 生活保護制度研究
会　編集

生活保護のてびき 〈令
和8年度版〉

大学オンライン
販売

第一法規出版

＜社会人の方へ＞「公的扶助論B」(秋)は「公的扶助論A」(春)を聴講しておくことで、より理解を深めることができます。


